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要旨 

絵本の魅力は描かれた絵だけでなく、読み聞かせによる言葉のリズムがこどもに伝わる

ということにもある。本稿では絵本の読み聞かせによる教育的意味をリズムという視点か

ら検討している。幼児教育の１つとしてリズム教育が進められてきた歴史は古く、その効果

も証明されている。従来のリズム教育の方法も正しいが、絵本の読み聞かせによってリズム

を扱うことも意味のあることだと考えられる。そう考えられるのは以下の５つの点からで

ある。 

1.言葉にみるリズム 

2.文章全体がリズミカルに構成されている点 

3.文章全体の繰り返しが鮮やかである点 

4.小中大を通して繰り返される点 

5.同じ人物の行動をリズミカルに繰り返す点 

さらに絵本のリズム性がこどもに与える教育的意味は以下の 3 点にまとめられる。 

 1.テンポの愉快さ 

2.楽しさや躍動感が感じられる 

3.安心感を得られる 

4.予測する訓練になる 

5.ゲシュタルト的枠組みを作れる 

6.リズム崩しの変化を感じ取れる 

 

感想 

特に 5.のゲシュタルト的枠組みを作れる、の項目は注目すべきであると思う。言語感覚と

解釈できるゲシュタルト的枠組みの構成には、文章を読むなどの視覚的なものより聴覚か

らの情報がより役立つとわかっている。絵本の読み聞かせは、耳からの言語感を養うことが

できるため、有意義であると言えると思う。今 K7 は絵本の作成に取りかかっている。この

論文を参考にして、子どもが読むだけでなく、親が読み聞かせしたいと思うような絵本にし

なければならないと感じた。 


